サービスコンセプト（整理後・最終）
変化の激しい時代に、絶対解はありません。
この支援で重視するのは、
「正解を当てること」ではなく、
医療・福祉法人が“経営として判断できる状態”をつくることです。
組織の安定の仕事は、内部でやればいい。
私は外部脳として、**“守る人”ではなく“進める人”**の役割を担います。
内部ではやりにくい変化・実験・挑戦を、
既存の組織構造・権限・レポートラインを尊重したうえで、
現実的に実行可能な形に落とすこと。
その結果として、
正解が分からない時代でも
「経営として判断できる状態」をつくることが、
本サービスの本質です。
※本支援は、
内部のコンプライアンス体制や監査・報告ラインを乱すものではありません。
既存の統制構造を前提に、その外側から“判断と選択肢”を補助する外部脳として関与します。

提供スタンス（最初に明言すること）
やらないこと
· 規程・ルール整備の代行
· 接遇研修・マナー研修
· マニュアルを作って終わる支援
· 現場を縛るためだけのDX
· ツール導入ありきの提案
これは「できない」のではなく、
“進める人”としての役割に集中するために、やらないと決めています。

医療・福祉法人支援の前提認識
医療・福祉法人向けの支援は、実態として
· 規程整備
· マニュアル
· 接遇
· 監査・制度対応
といった**「安定のための仕事」が9割**を占めています。
一方で、経営層が本当に困っているのは、
· 利用者・患者の動きが変わってきている
· 採用の常識が通用しない
· 既存事業がじわじわ弱っている
· 新しいことをやりたいが、失敗が怖い
という問いです。
「どう変わればいいか分からない」
この問いに、
内部の役割を侵さず、
かつ現実的な選択肢として整理できる外部脳は、
ほぼ空白です。

DXに対する考え方（共通軸・整理後）
DXは業務効率化のためのものではありません。
変化に対応するための“判断力”を高める手段です。
· 使っている間だけ効果が続くツール提案はしません
· 担当者が変わると止まる仕組みはつくりません
· 内部統制や承認フローを飛ばすDXは行いません
目指すDX
· 導線・データ・発信・関係性が資産として残る
· 広告費も消費ではなく資産化する設計
· 外注依存ではなく、内部で判断できる状態をつくる

無料相談フェーズ（ここまで無料）
STEP1｜LINE問い合わせ（無料）
· 現状の悩みを簡易ヒアリング
· 法人規模・事業フェーズ・相談内容を整理
· 継続支援が適切かどうかを一次判断
STEP2｜事前ヒアリング（無料）
· 表面的な課題ではなく
· どこで詰まっているか
· 何が判断できていないか を整理
STEP3｜ZOOM面談（無料／60分）
· 解決策の提示ではなく、経営として考える論点整理
· やるべきこと／やらないことの切り分け
· 外部脳として関わるべき領域の明確化
この時点で、 「継続支援が必要かどうか」を双方で判断します。

継続支援サービス（仮）の全体像
価格帯（目安）
· 月額 30万円〜（法人規模・フェーズにより変動）
※短期的な売上成果ではなく、
経営判断・施策選択の精度が高まっているかを重視して評価します。
· 支援内容・関与度に応じて個別に設計
· 無理な契約提案は行いません


継続支援サービス（仮）の位置づけ（重複整理）
本サービスは、成果物提供型ではなく、
思考・判断・実行を伴走する継続支援です。
ツールや施策の「正解」を渡すのではなく、
その法人にとって、今なにを選ぶべきかを判断できる状態を
段階的につくっていきます。

契約形態・関わり方
· 最低契約期間：6ヶ月〜
· 初回のみ訪問（現地）
· 以降は月1回のZOOM定例＋随時LINE相談
· 作業代行ではなく、判断・設計・方向性の伴走支援
※既存の意思決定フロー・承認構造を前提に関与します。

フェーズ①｜判断軸の整理（1〜2ヶ月）
目的
何に手を出すべきか／出さないべきかを明確にする
支援内容
· 集客・採用・DX・新規事業の論点整理
· 既存施策・外注・ツールの棚卸し
· 意思決定構造・ボトルネックの可視化
· 優先順位と実験テーマの決定
このフェーズでは、あえて大きく動きません。 失敗コストを最小化する期間です。

フェーズ②｜小さな実験と設計（2〜4ヶ月）
※このフェーズで行うLINE・WEB・Instagram・広告の取り組みは、
集客成果そのものを目的とした施策ではありません。
今後の経営判断に使える材料を得るための“実験”として設計します。
目的
失敗しても傷が浅い形で試し、可能性を見極める
支援内容
· LINE・WEB・Instagram・広告などの実験設計
· 外部業者の選定・役割整理
· 広告費を資産化する設計
· 数値よりも「反応・質・再現性」を重視した検証

フェーズ③｜資産化・内製化（3ヶ月〜）
目的
外部に依存せず、組織として回る状態をつくる
支援内容
· 機能する施策のみを残す
· 属人化しない運用設計
· 判断に使える指標・ダッシュボード整理
· 次の実験が自然に回る状態へ
支援終了後も、 組織に“判断力”が残る状態を目指します。

本サービスが向いている法人
· 現状維持ではなく、変化を前提に考えたい
· 新しいことを試したいが、失敗が怖い
· ツールや業者に振り回されてきた
· 経営として判断できる状態をつくりたい
向いていない法人
· ルール整備や管理業務を外注したい
· 即効性のある施策だけを求めている
· 指示待ち型の支援を求めている

立ち位置のまとめ（デザイナー向け強調ポイント）
· 「何をやるか」より**「何をやらないか」**を先に伝える
· フェーズ構造は図解で表現
· 無料／有料の境界を明確に
· ツール名・媒体名は主役にしない

この支援で法人はどう変わるか（Before / After）
Before（多くの法人が置かれている状態）
· 課題は山積みだが、何から手を付けるべきか分からない
· 集客・採用・DX・新規事業が場当たり的になっている
· 外注やツールが増え、全体像を把握できていない
· 新しいことをやりたいが、失敗リスクが怖くて動けない
· 経営判断が属人的で、再現性がない

After（継続支援後に目指す状態）
· 「やること／やらないこと」が明確になり、判断が速くなる
· 施策が点ではなく線でつながり、経営として説明できる状態になる
· ツール・外注・広告が整理され、資産として積み上がる
· 小さく試す文化が生まれ、変化を恐れなくなる
· 外部に依存せず、内部で判断し続けられる組織になる

本質的な変化
成果が出るかどうか以前に、
「考え続けられる組織」へ変わること。
それが、この継続支援で起こる最大の変化です。

メッセージ（締め・整理後）
医療・福祉法人に必要なのは、
正解を押し付けるコンサルではなく、
内部の役割を尊重しながら、前に進むための外部脳です。
変化・実験・挑戦を、
現実的な形に落とすこと。
それが、私の仕事です。

